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11．．EMdriveEMdrive開発動向　開発動向　Roger Roger ShawyerShawyer

Demonstrator Engine on Dynamic Test

Input power 421W,

specific thrust of 243 mN/kW

Diameter 160mm
2.45GHz

SPR Ltd, United Kingdom

＜2015年10月既発表分＞
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22．．EMdriveEMdrive開発動向開発動向 Roger Roger ShawyerShawyer以降以降

2010 NWPU 
Juan Yang

2014 NASA 
Brady, White

2015  Paul Kocyla

2015  Iulian Berca

＜2015年10月既発表分＞
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33．．EMdriveEMdriveは本物か？は本物か？
☆マイクロ波をCavityに注入させると、本当に推力が発生するの

か？

☆その他の物理現象を単に誤認しているだけではないのか？

☆Shawyerの理論通りに推力が発生するのか？

☆推力が確かに発生するとして、別の物理現象では説明できな
いのか？

EMdriveを試作し、推力発生有無を測定し、

現象が本物か否か、検証する

＜2015年10月既発表分＞
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４４. . 試作機本体構造試作機本体構造

Cavity　Type-TM212（Cu；t0.3mm）

マイクロ波放射部

（試験水準用SMAコネクタ3箇所）
Cavity Assy（本体＋水平取付架台）

大径

φ279.4

小径

φ158.8

228.6mm

＜2015年10月既発表分＞
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５５. . スラストスタンドへのセットアップスラストスタンドへのセットアップ

縦型Spring Balance式
スラストスタンド（新考案）

　　　　　＜測定原理＞
上部スプリングでスラスター本体

質量の大部分を支えつつ、下部

電子天秤でスラスター質量の一

部を受けもたせる。

　　　　　　　　　

上下方向のスラストは、上部スプ

リングのバネ定数、電子天秤の

上下方向等価バネ定数、電子天

秤及び上下方向変位量測定セン

サーの各々の測定値から換算し

て求めることができる。

上部スプリング

電子天秤

変位センサー

RFケーブル

2.45GHz
マイクロ波発信器

シグナルブースター

マイクロ波

制御用PC

Cavity本体
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６６..現在の進捗状況現在の進捗状況
①　縦型Spring Balance式スラストスタンドでの推力測定

　　　　　　↓

②　横型Torsion Balance式スラストスタンドでの推力測定

　　　　　　↓

③　データ分析、有意性の検証（①、②で鉛直、水平差異確認）

　　　　有意性が認められる場合

④　入力パワーを増大（数100W級マグネトロン式、半導体式

　　 他機器による）させ、推力を測定　・・　理論値との突合せ

　　　　　　↓

⑤　独立システム化（Cavity、電源･発信器・制御系一体）を

　　 図り、推力測定　・・　測定系の影響を排除する

＜2015年10月既発表分＞
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７７. . MagnetronMagnetron方式への変更方式への変更
　　　　　＜変更理由＞
　　当初目論んだ、2.45GHzマイクロ

　　波発信器＋8Wシグナルブースタ

方式では、以下の問題が生じたた
め、入力パワーの増加が可能なマ

グネトロン方式に変更した。

　　①購入したマイクロ波発信器自体　

　　　の操作性・出力性能に問題あり

　　②Cavityへの入力が８Wの場合、

　　　想定される推力は0.001gオーダ

　　　 となるが、縦型Spring Balance式
　　　 スラストスタンドの変位・質量変

化を計測する変位センサー・電子

天秤やオシロスコープ等の測定

精度下限に該当することが判明

したため、Cavityへの入力パワー

を１桁以上増加させるのが良いと

判断。

・Magnetron
(Galanz 2.45GHz　空冷)

・MicroWave発信器

　出力　最大700W

Magnetronのアノード電流を制御しMagnetron出力を

可変にする
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８８. . 試作機の改造試作機の改造

・Magnetron取付座

・Magnetron取付座を

　Cavityにろう付け

・Magnetron取付状態

・推力計測は概ね十秒以内で行うこととし、

　敢えてアイソレータは組み込まない

（安全確保のため、連続使用は行わない）
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９９. . 電子天秤の変更電子天秤の変更

歪ケージ式微小質量変化測定用電子天秤

・市販のデジタルポケットスケールを改造

（計測範囲0.01～500g：計測精度±0.01g）

・Cavityで発生する

上下方向の推力か

　ら生じる片持梁の

　歪みを計測し、

　歪みゲージアンプ

　を介して上下方向

　の質量変化値に

　変換・測定する。

・歪みゲージ

・歪みゲージアンプ
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10. 10. 縦型スラストスタンドへ仮取付縦型スラストスタンドへ仮取付

片持梁歪みゲージ方式の電子天秤に

後日変更する予定


